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ACF : exp(-r I)[1+f(q)exp i-(2/Tu)I) cos(E2T)]　　(2)



















図. 9および図. 10にPBLG-10- 1とPBLG-10-5をクエンチした後の散乱光強
度Is変化を示す･ Isはクエンチ直後,指数関数的に増加し,その後飽和値に達
した.図. 9および図. 10での散乱角は300　の測定例であるが,他の散乱角で
も同様な結果が得られた.図. 9および図. 10の初期領域(図中では, ｢I｣で明
記)におけるIsの片対数プロットから成長速度R(q)が評価される:




Is(qm, t) ～ exp[R(qm)t]　　　　　　　　　　　(4)
ここで, qmは相分離後の濃度揺らぎに基づく最大波数･しかしながら, C‡理論
の予測に反して,ピークが幅広く, qmが時間とともに低角側にシフトした･
PBLG-10-5を283X, 284X, 285R, 286Ⅹにクエンチした際のいわゆるCIIプロッ





























次に, Eと初期過程の濃度揺らぎの最大波長Am = 27T/qmを比較した結果を



























表･ 1 PBLG-トルエン系の各温度での状態図･ ACF,自己相関関数.









Two-Modes Decay in ACF
Deny in ACF　-- ePvgegnr%gqte.sJ.0,7:e,dhase
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M.du.a.dACF｣包
ACF was not detected.
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図･ 7　ゲル化温度近傍(303 K)におけるPBLG-10の変調を受けたACF.
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ノーダル分解初期過程における濃度揺らぎの最大波長; i,相関長; , Dフラ
ー･クタル次元.
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